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3・ ィンフオメーシヨン・ リトリーバルの展望

関根 智 明 ,昆 野 誠 司 (慶応大学 )

1.概   説
1。 1 インフオメーシヨン・リトリーパル
リトリーバル (Retrieval)という言葉は元来,「 取返すこと」とか「 回復すること」と

いつて意味を持つた言葉である。インフオメーシヨン・ リトリ~バル (Information Re―

trei eVal).が わが国では一般に「 情報検索」と訳しており,ま た単に略してIRと も呼ん
でいる.一口で言えば「 インフオメ=シ

ヨン 0リ トリ~バル(情報検索)と は蓄績してある

1青報の中から必要な情報を探し出すこと」となるであろう。

この情報検索という仕事とそれに関連する仕事をまとめて一般的に述べると次のようにな

る.

(|)情報の収集および評価

情報を集め,その情報が正 しい ものであるかどうか,ま た貯えておく必要があるかど
。うかを判断し,取捨選択を行つ .

(‖)探 し出すときの使宜を考えて,個々の情報に適当な "見出し "をつける。
(1)探 し出す手間 (時 間 )ができるだけ少なくなるような方法で,それらの情報を見出し

に従つて整理し,貯えてお〈.

19 要求に応じて特定の情報を探 し出す。すなわち,質問 (問合せ )を 分析 し,見出しに

変換 して,これ と蓄積 してある情報の見出しとを照合する.

(り 探 し出した情報を見やすい形にして,必要としてハる人に提供する。
162 ドキユメント・ リトリ~バル とフアタ ト・ リトリーバル

今ある人が「 情報検索機械」について,知 りたがつているとする.その人が必要な情報を

得るまでの過稽緒考えると次の二通 りに分けられる。

0 「 検索機械 」についての専門家の所へ行き,それについて詳しく説明してもらい ,ま
た実物を観察して必要な情報を得る。

(→ 「 検索機械」について述べてい る文献をい〈つか専門家から教えてもらい,それらの

文献を自分で読むことにより必要な情報を得る。情報検索システムをこれ俺対応させて 2つ

に大別することができる。

0 質問で要求 している情報そのものを質問者に提供するシステム .

0 質問で要求している情報を含んでいると思われる文献の名前とか所在を示す情報を質
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問者に提供するシステム.                         [
Y.B ar→h1lolEl]と L S COoperE2]は それぞれ自分の論文でこれらの2つのアプ
ローチを次の ように呼んてい る。

Yo Bar― H■ llel       w.so cooper

(′9  1nfOrmat10n Retrieval .    Fact.Re trieval

(口) Literature Search       DOCument iRe trie val

このような区別の仕方は特 に意味があるわけではない。特定の情報その ものを探 し出す の

か,文献を探 し出すのかに よつて 、

(|)質問の出 し方

(1)見 出しのつけ方

(|)情報のフアイルの構成方法

(0 回答の出し方 ・

などが異つてくるので,システムの説明上便宜的に行つた区別である。 (簡単なフアクト・

リトリ~バルのためのシステムは ドキユメン ト・ リトリ=パ ルのシステム とあま り:変わ らな

いが,複雑 なフアク ト・ リトリーパルのシステムは著 しく相異す るものになるだろ う。)

1。 3 -次 情報 と二次情報
この情報の区別 も前節 (1.2)で述べた区別と同 じように便宜的な分け方であり,特にドキ
ユメント・ リトリ~パル (文献検索 )を説明する場合に便利であるので,情報管理便覧 E17]

で述べている定義をここに引用しておくことにする.

「 一次情報 とは厳密にいえば,少なくとも情報が伝達されるときに既存情報の中にそれと

類似なものがないものを下次情報という」。すなわちオリジナリテイのあるものをさしてい

るので,単行本,論文,報告書,特許公報文書といつたものに含まれている情報を一次情報

と呼んでいる。

これに対 して,「 二次情報 とは,一次情報の組織された集合であるといえる」。目録 とか

索引に含まれている,一次情報の「 見出し」とか「 所在を示すアドレス」といつたものを二

次情報 と呼んでいる。

(原 論文を一次情報 ,抄録などを二次情報,見 出しを三次情報 という人もいる )

■4 検索作業の機械化と自動化

検索作業を手作業で行 うものとして,ホール・ ソー ト・カード,エ ツジ・ノツチド 0カ T
ド,P eek―A―B00(い ないいないパア )カ ー ドとt^つたカードを利用 したシステムがある。
これらのシステムでは原始情報 (一次情報 )を適当に変換 してカードに刻み目をつけておき0

このカードのフアイルにピンを通したり,光をあてたりして目的のものを見つけようとする

ものである.こ れらは一般に次に述べるバンチドカード0システム.よ りは安価で操作も簡単

であるが,当然,貯えられる情報の量にも一回め操作により探索できる量にも制限がある.
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探索の作業をもつと能率よく行つために,バ ンチ ドカー ド・システムq幾械を検索機械 と

して利用 したシステムがある。このシステムでは分類機 と照合機が中心になり,ま た製表機

を利用 し,カ ードにバンチ してある二次情報 ,あるいは一次情報をプリントすることもでき

る。この種の機械化はすでに1950年代にPCSの 発達 と共に文 11:たの探索 とか化学に関する
情報の検索 といつた方面で行われてい た。

一方では情報検う素のために設計された検索専用機が/ヽ 〈つかあり,例えば,マ イタロフイ

ルムに情報を貯え,要求に応 じてフイルム・デツクをノー トして必要な情報を要求者に提供

するという"F ILMOREXシ ステム "や tWALNUTシステム "な どが開発 されてい る。

情報検索そのものは現在の電子計算機と必然的な結びつきはもつてい ないと思われるが ,

次に述べる ような理由から最近では電子計算機を用いた情報検索システムが/、 ろいろと開発

されてい る。

⊂)扱 う情報の量が厖大になつてきたこと。 1′まじめて計算機にこの情報検索の仕事を行わ

せたものは,技を|ヽ子́1lξ報の利用者 と配布者たちであつたが ,最近の科学技術の分野で発表さ

れる論文の数をグラフに示すと第 ■4,1図の ようになる .

増加率 :

15年で 2倍

増加率 :

8年で 2倍

論

文
の

数

(lo g)

~一
年        第二次大戦

第 ■4‐図

概算であるが ,戦前は15年 で 2倍の割合で増加 していた論文の数が,戦後には8年で 2

倍の害」合で増刀口し,例 えば日本科学技術情報センターで昭和 38年に扱つた外国雑誌の論文

数は約 20万 件 (医学 と農学を除 く )で あり
`そ
れが39年度には約 24万件 と推定 されて

い る。

(0 若積 してある情報を多目的に使用 する ようになり,多元的な検索が必要 となつてきた

こと。すなわち,貯え られ てい るい くつかの情報を要求に応 じて適当に組み合せて提供 して

〈れ るようなシステムが必要になつ てきたのである .
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(3)人手を省き,検索時間をできるだけ短縮 し,作業の 自動化が望まれるようになつたこ

と.

などの理由か ら,

(|)大容量 の記憶装置 (磁気コア ,磁気テーブ,磁気 ドラム,磁気デイスクなど )を もつ

ていて,

(“)検 索作業の手順を記憶 し,自 動的に実行す ることができ,

(‖)さ らに分類 とか照合 といつた作業がPCS よりもはるかに高速度で実行 できる。

電子計算機 がそのまま検索機械 として利用 される ようになつたのである。

■.5 システム設計上考慮すべき問題点

情報検索システムを一般的に図示 したものが第 1∴1図 である。

まず ,蓄積 してお 〈一次情報 (原始情報 )を適当な方法で分析 (こ れを主題分析 とい う )

し,二次情報を作 り出 し,一次情報 のフアイル と二次情報のフアイルを作る。この二次情報

のフアイルには一次情報の「 見出し」および「 アド
レス」が含まれてい る。一方,質問者か

ら出された質問を主題分析し,「 見出し」を作る。この質問の「 見出」と二次情報のフアイ

情報検索システム

蓄積 してお 〈

一 次 情 報

一 次 よ

二次情報を選質 問

(問合せ )
じ

質問 を分
し,見出
を選ぶ

見 出し

二次情報 の

イル (見 出
ア ドンス )

フ

じ

一次情報の

フアイル

情  報

二次 に対

する二次情報を
す る二次情報

情報の蓄積

一次情報

第 ■.5.1図 情報の検索
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ルの中から質問で要求 している情報 を抽出し,それを見やすい形に変換して質問者に提供す

るのである。

理想的な情報検索 システムとい うのは,情報を要求 してい る人の立場 とか ,ま た質問の中

に暗に含 まれているものを判断 して,そ の人にとつて最適 な情報を提供するシステムであろ

うが ,し か し,「 いかに して迅速かつ正確に要求 どかりの情報を検索するか 」とい うことが

システムに対する当面の課題であると考えられる。

電子計算機を用いて作業の自動化を図つ■^る情報検索
システムを評価する場合に,

(i)使用する記憶装置の記憶容量

(‖)検索時間

Gi)コ ス ト

といつたものは,実際にシステムを運転 しなくても数量的に把握することができる。 しか し,
要求 した情報がどの程度まで検索されてい るかということは何度か実際にシステムを運転じ

てみないと数量的に把握することができない.文献検索 (ドキユメント・ リトリーパル )シ
ステムのこの質的な部分を評価するのに ,その分野の専門家が質問を分析 して選び出した文

献と,システムが検索した文献 とを比較するという方法が よく用いられ■″、る。

ドキユメント・ リトリニパル・システムを念頭において,第 1■ 2図に示すようなドキユ

メントの3つの集合を考えてみることにする。

(■)蓄積 してあるドキユメン トの中である

特定の質問に関連のある理想的な ドキユメン

卜の集合を rと する。

(2)人間がその質問を分析 して蓄積 フアイ

ルの中から選び出した ドキユメン トの集合を

Rとする。

(3)システム (検索プログラム )が質問を

分析 し,検索 した ドキユメ/卜 の集をSと す

る。
第 ■ 5.2図

7.Rの部分は,理想的には不必要な部分ではあるが,質問をするのに用いている言語の
不備および各個人の主観の相異により生 じた部分であると考えられる。π eSの部分は,情

報要求者から見れば不必要な部分であり,R・ Sの部分はシステムが検索しそこなつた部分

である.情報 システムを評価する場合 , rと Sを比較することが当然 のように思われるが ,

現在のところ,こ の rを数量的に把握するよい方法がないので ,便宜上Rと Sを比較 してい

る。                    '

この R OS+RoSの 部分 ,特 に R・ Sの 部分をいかに少 なくするか とい うことが検索 シス

テムに対する一番重要な問題点であるが ,
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(i)自 然言語で表現されている一次情報からいかなる二次情報を作り出せば よいか ?

(lD 質問をどのような言語で表現すればよ
it^か ?

といつた問題とかきかえて考えるべき問題である。

システムを設計するために考慮すべき点をさらに述べてみると次のようになる。

(1)二次情報を複雑にすることにより,検
`;に

時間がどの ように変るか。

(り 検索時間を短縮するためにはどの ように情報 のフアイルを構成すれば よいか。

そこで以下の章でこれらの問題点に触れ,実用化しているいくつかのシステムについて検

討 してみることにする。

2.情 報 の 整理

2.1 情報の見出し

2■1「 見出し語 」および「 主題」の定義

蓄積 してある情報の中から,必要に応 じて特定の情報を探 し出すために個々の情報につけ

るものを第 1章では「 見出し」と呼んでいた。またこれを人によつては「 タグ(Ta3名ネD」

とも呼んでお り,こ の「 見出し」に自
'然
言語の語句を用いるか ,ま た特定の人工言語を用い

るかによつてい ろいろな呼び方がある。そこでこれらを整理して次の ように定義し,以後は

「 見出し語 」,あ るいは「 主題 」という言葉を用いることにする。

<見出し語>::=<件 名標目>|<デ イスタリブタ>|<ユ ニターム>|<キ ー・フー

ド>|<索 引語>|<コ ー ド>|<階 層見出し>

<コ ネクタ>::=<接 続詞>|<前 置詞>|<論 理記号>|<role indicatoI>

<主  題>::=<見 出し語>|<見 出し語><コ ネクタ><主題>

これらの見出し語を次の ように分けることもできる。

r(|)標準語 業のないもの :キ ~・ ワード

t(D 標準語彙のあるもの ;件名標日,デイスクリブタ,ユニタームなど。

この区別はシソーラス (用語辞典 )があるかないかで分けたものである。

また次のように分けることができる。

r(|)コ ネタターの使えるもの

2(‖ )階層関係のあるもの

L(ilD単語を単に並列的に並べたもの

しかしこれらの区別の仕方は絶対的な ものではなく,見出し語のそれぞれの特徴を説明す

るために便宜的に行なつた区別てある。そ こで次にそれぞれについて簡単に述べることにす

る。

(■) 件名標目(Subject HCading)・

これは情報内容をあくまでも直接的にそのものズバリに表現する簡単な言葉を用いてい
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ることを基本方針にしてい る。基本的な標目の種類を述べると次の ようになる.

(|)名詞 (普通名詞,固有名詞 )

eX。 人間 ,情報 ,東京

(ID 形容詞のついた標 目

eX 精密な機械

(‖)名 詞を 2つ以上つ なぎ合せた標 目
eL 情報検索

(リ コネクタで結びつけた標 目

eX 計算の語差 ,電磁気 ,情報の分類 お よび探索

帥  :括弧によつ て限定 してある標 目

これは多義語の場合 l'C用 い られる表現方法である。

e xo Plan t(Botany)

(2):デ イスタリプタ (De scriptor)

情報管理便覧 (■ 092ペ ージ )で「 デイスクリブタ とは,機械検索に用い られる系統化

された用語 (schedule d term)で ある」と定義 してい るが,デイスク リブタの種類は′製生

んど件名標目の場合 と同 じで ,た だ呼び方が違 うと考えて差 し支えない。

(3)階層見出し hieγへγcた i“lよりぼ供ご葛…
この「 階層見出し」とい う言葉は一般的に使われているわけではなく,「 十進分類コー

ド」とか「 フアセツト分類コー ド」のような概念の階層 (ClaSS)関 係を示 しているコー

ドをさしている。

例えば十進分類コー ドの一例を示すと

分類、コー ド 主 題

6

62

621

62■ 8

62■ 88

621。 882

応用科学

工業技術

機械的工業技術

機械要素,動力伝達

緊 定 具
ねじ,・ ナツト,座金,ボル ト

(4) ユニメーム (uni te rm)

キー・ワー ド (key word)

この 2つは単語を原則 としてい ることには変 りないが,キー 。フー ドと呼ばれるものに

は,シ ソー ラスで定めてい るような標準語彙 がないのが通常で ある。

情報検索システムでは ,新 しく入つてきた ドキユメントに対 しては,ま ずそれの主題分析
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をして,その中に含まれるい 〈つかの概念を抽出し,それを「 見 出し語 」に置 き換える。一

方,質問 も主題分析 をして概念を抽出し,同 じようにそれを「 見出 し語 」に置き換え,両方

の見 出し語を照合して質問に適合す る情報を探し出す。そこで抽 出した概念をある約束に従

つて見出 し語 に置 き換え る場合に,当然 ,「 シノーラス (用語辞典 )」 とか「 分類 コー ド表」

が必要 となつてくる。

2■2 シソーラス(用語辞典)ThesにЦγЦヽ

代表的 なシソーラス としては次のようなものがあ る。

(1) ASTIA(Armed Service Technical lnformation AgenCy)・ で1959年 1(

編集 した 町 hesaurus of ASTIA Descriptor"こ のシソーラスは

デイスタリプター覧表 (Schedule of descriptors)

逆引表 (SCOpe Note lndex)

とからでき‐ 、る。

デイスク リブター覧表には 19の フイール ドがあり,それぞれのフイール ドをい くつか

のグループに分けて,全体で 292の グループがある.そ して各グループの下にそれを構

成 してい る個 々のデイス クリプタを示 してお り,すべてアルフアベツト順 にリス トしてあ

る .

逆 引表には ,各 デイスク リプタをアルフアペ ツト順に リス トし,それぞれについ てそれ

の属す るグルーブ名 , 颯Incldle"さ れるもの ,お よび tAlsOsee"さ れるもの も一緒に

リス トしてある。

(2) アメリカ化学 1支術者協会 (American lnstitute Or Chemical Engineers)

で 1959年に開発 した検索 したシステムのシソーラス "TheSaurus covers chemical

engineering terms"

これては見出 し語 にする単語 をアル フアベツ ト順 にリス トし,それぞれについて同義語 ,

密接な関連を もつ語 ,上位概念 および下位概念を示す語などを一緒 にリス トしてある。

このシステムでは主題分析 して抽出した概念 を表現す るい くつかの単語をシソーラスに

より選び ,単語 と単語の間の 健AND"の 関係を「 リンク (link)」 で示 し,単語の役割を

「 rOle indiCatOr」 で示 しだ見出し語を作 る ようになつてい る。

2」L3 ro le indicatOr と semantic code

role indicatorに ついては前述 したが ,こ こで。Western ReServe大 学の ro le

indiCatOrを 簡単に紹介する.

r

l

KAJ(出 発物質 )

KEJ(処 理物質 )

KUJ(成   分 )

KOV(与 えられた性質 )

KQJ(手 :  段 )

KOK (1犬   況 )

KUV(主 .  題 )

KOL (場   所 )
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KWV(有 する性質 )

KAN(処    理 )

′KAL(一 般属性 )
LOK(i;J連分野

概念を表わすい〈つかの語の役割を rOle indicatorで 示 し,それを語の前につけて概  .
念をなるべく正確に表現した兄出し語を作ろうとするものである。例えば「 KAM(研摩 ),
KQJ(研摩材 )」 は「 研摩材による研摩」とい う概念を表わしてい る。

Sem an tiC COde とい うのほWestern Reserve大学の検索システムで用いてい るコ
ードで ,言葉の意味を分析 し,それぞれの意味に対してコードをつけ,そ れらを組合せてそ

の言葉のコー ドとしたものである。例えば

主  題 コ ド

温度計 装  置 測  定 熱 に■ る 温  度 種 類

MACH MUSR RWHT 004 001

電圧計 装  置 測  定 電気によ
`る

電  圧 種 類

MACH MUSR LWC T 006 002

2。 1。 4 分類 コー ドと分類表                       '`.

情報検索の分野では ,こ の「 分類する (C lassi釘 )」 という言葉をほとんど「 ものを特定

の1階層に分ける」という意味で使つてい る。

従来 ,図書の整理とか資料の整理に利用されてきた分類法はいろいろあるが,その代表的

なものには

(|)十進分類法…………∴…国際十進分類表 (UDC)

日本十進分類表 (N DC)

(|)フ アセツト分類法……コロン分類表

などがある。

このフアセツト分類法の特徴は,他 の分類法 よりも新しい主題を収容じうる能力をもつて

いることであり,こ れはフアセットと呼ばれるい くつかのカテゴリ,例えば pers ona lュ ty

嘔a tter,e nergy,spaCe,ti meと いつたものを考え ,こ れらの一定の約束に従つ

幻ll:1序 づけてコー ド化 してゆくのである。そこで十進分類法の ように縦方向にだけ細分でき

るというのではな〈 ,さ らに横方向にも細分できるのである。

時計 という主題を「 時計」で検索する場合 と,「 精密機械」とい う質問でその一部 として

検索する場合の二通 りが考 えられ る。前者の場合にはなんら概念の分類は必要 ないが,後者

のような包括的な検索をする場合 には概念を分類 しておく方が効果的な検索ができるように

思われる.

今「 精密機械 」に“F23",「 時計に」
ttF 2 3 1"と い うコー ドを割 り当てたとする。も

し「 時計」という主題力1階 層の一番下位であるとすれば ,む しろ“F23時計 "と いうコー ド
の方が,も のを整理することが目的でなく,検索が目的の場合には より効率がよくなるよう
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に思われる。このように実用的な分類を相対分類 と呼び,完全に階層に分けてしまう分類を

絶対分類 と呼んでいる。

2.1,5 各種見出 し語 による検索効率の比較

1957年 より英国の4pl主 olf、_黎 nf191dl Research Projectて行なつていた4種の

暴曝L董、をそれぞれ用いた索引システムの比較研究の結果について文献E3],E4]で詳細に述
べているので,こ こで少しふれておくことにする。

これによると,航空力学関係ののべ 13000件の英語の文献について,次のような 4種の

見出し語を用いて検索実験を行なつている。

(|)国際十進分類法による分類コード

(‖)件名標 目

(lD 特殊なフアセツト分類法による分類コー ド

(リ  ユニターム

この実験の目的は,文献を主題分析して見出し語を選ぶ場合に起る諸問題の言「竜査 と,4種
の見出し語による検索効率の比較であつた。そしてこの実験では,見出し語の選択および検

索はすべて手作業で行つた。

まずそれぞれの見出し語についての分類表,お よびシソーラス とそれらの逆引表を作成し

た。そして見出し語の選択について異つた経験をもつ 3人が各文献について限 られた時間内

(2,4八■2,lQ分 の5種類 )に見出し語の選択を行つた。

検索実験は3回 行つた。第 1回 の実験では最初からこの作業に参画して見出し語の選択を

行つていた 3人のスタツフが 400件 の質問例について検索を行ない ,第 2回の実験では検

索の経験はもつていないが,文献内容には熱知してい る 5人のスタツフに,簡単に作業規則

および嘱己録のと夕方の説明をしただけで検索を行なわせた。第 3回 の実li貸 では同じ5人で ,

検索プログラムを改良 して行つた。その結果を第 2。1.5表 に示す .

第 1回 第 2回 第 3,回

(|)

(|)

6R9% 74.2% 7 7 2夕

`
7 4.7,6 803 82.5

(||) 74.5 7R7

(10 69。 9 766 8a4

第 2.1.5表 成 効 率

この実験の結果から各種見出し語の特徴 と問題点を述べてみることにする.

(1)ユニタームを見出し語に用いた場合が一番成功率が高かつたことは,こ れが兄出し語

としてもつとも単純な形式で取扱 うことができ,作業に必要 とする時 11覇 も他に比べて1こ琢め

て少な〈てすむからであると考えられる。

(鋤  一口にいつてフアセツト分類 コー ド秦作成することは非常 |′
(手間のかかる仕事で ,結
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果か らみても一番成功率が低い .

この2つの問題点は作業がすべて手作業であつたこと,お よび見出し語の選択に対 し時間

の制限があつたことが主な要因であると考えられ,電子計算機を利用したシステムでは必ず

しも同 じことが言えないと思われる。しかし次に述べる問題点ほ計算機を用いたシステムで

も共通 して言えるところであろ う。

8)分類表お よびシソーラスの逆引表が非常に役に立つた。

(4)分類コー ドを用いた検索システムほ包括的な検索に対 して有利である.

6)件 名標目を見出し語に用いた場合,見出し語の結合に制限があるので ,包括的な検索
が必ずしも可能でない。

(6)件名標目のシソーラスの tsee a毬 0"参照を用いなかつたために失敗 したケースが非

常に少なかつた。

ドキユメントを主題分析し ,その中からいくつか概念を引き出し,それらを見出し語に置

きかえる過程では,しば しば, ドキユメントに含まれる,あ る情報内容を落 してしまうこと

がある。また ドキユメントの内容を詳 し〈見出し語で表現 しようとすると,見 出し語力琲常

に複雑になり,こ の見出し語への変換という作業が非常に手間のかかる仕事になる。

そこでまず考えられることは,自 然言語で表わしてあるドキユメント,あ るいはそれの抄

録に使つてある単語の一つ一つを見出し語 とみなし,質問が出るたびに貯えてある全文を機

械的に続み,質問で指定している語を含む ドキユメントを検索するということである .

これについて D.撃 ,swanson[郎 コが行つたま欺 がある。実験結果は1960年 10月 に発

表されているが,それによると過去 10年間のPhysical Review誌から選んだ核物理学
に関する100件 の論文に対 して,50個 の質問を用意 してこの実験を行つている。

(|)ま ず数人の核物理学者が各論文を熟続 し,各質問に対するその論文の適格度を 10点 ,

満点で評定 した。

(I)(|)の グル~プ とは別に,物理学専攻者 3人 ,プ ログラマ 2人 ,数学専攻者 1人 ,お よ

び物理学の知識のある司書 1人の計 7人のグループは,与えられた 50個 の質問に対 し

て次の3通 りの方法で 1000回 にわたる検索実験を行つた。

“

)件 名標目を見出し語にする検索法。これでは核物理学に関する件名標目のシソーラ
スを作成した。

(→ 全文を磁気テープに記
`|:歌

し,質問でい 〈つかの単語を指定し,そ れらの単語を含む

ドキユメントを電子計算機を用ヽ̂て検索する方法 .

←う シソーラスを用いて0と 同 じように検索する方法。この実験のために核物理学関件
のシソーラスを編集 した。

これ らの三つの方法で行つた検索実験の結果を次に示す ようなS,と いう値で比較 してい
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⌒     検索 した ドキユメン トの適格度 の和
OJ ==
Jという質問に対する全 ドキユメントの適格度の和

SJを平均するとoの方法では38%,068%,086%と いう結果が得られた。
この結果だけを見ると明らかに,人間が手作業 |'(よ つてドキユメントの主題分析および見
出し語の選択を行い,その見出し語をたよりに検索するよりも,貯えてあるドキユメントの

全文を検索の対象 とする方法がかなりよい結果を得ることになる。しかしここに残されたい

くつかの問題点がある。

(1)0の 方法で結果が思わし〈なかつたのは,シ ソーラス不備 ,お よび主題分析を行つた
分析者の能力の不足が原因であるとも考えられる。

(2)質問のたびに全文を読むことは時間の浪費である。

(3)検索効率をさらに上げるためには,ドキユメン.卜 を構成する単語のセマンテイッタス

を考える必要がある。

2.2 二次情報作成の作業の自動化

2.2.1 自動抄録

第1章の序論 でも述べた ようiC,文献の数が厖大になつてきたこと,抄録を作るとい う作

業はかなり熟練を要 し,ま た個人差があるなどの理由から,電子計算機を用いて, ドキユメ
ン:卜 の申で使用される語の頻度を基にして重要 と思われる文章を抽出する という統計的な方

法や,ま た構文分析を行なつて文章を抽出するといつたいろいろな方法が考えだされている.

(■)Luhn E■ の方法
Luhnの 方法では次のような仮定が前提 となつてい る。
・
(|)文献の主題 に関係の深い言葉は ,その文献に何回 もくり返 しあらわれる。

(ID その ような言葉を一文中に数多 〈含む ような文章 は ,その文献の主題をあらわ して

いる可能性が大きい。

この方法では ,ま ず計算機に読み込んだ文献について前置詞,代名詞 ,冠詞 などを取 り

除いて,各語 の使用頻度を数える。頻度がある程度以上の語を重要語 とみな し,こ れをも
°
とに重要因子 を計算 し,重要因子の値がある程度以上の文章を原文 と同 じ順序でプリント

して抄録 とする。この方法ではセマンテイツクスを全 く考慮 していない。

② 相対頻度を用いる方法
も
主題に関連の深いことばの出現頻度は高いとしても,逆 は成り立たず ,出現頻度の高い

言葉でも常用語なぞは文献の内容を特徴づけないことが多い.しかしある分野では常用語

であつても,他の分野ではそうでない言葉もある。そこで文献中での使用率は高いが,そ

の分野での使用率が低い語が重要語 として選ばれることが望ましい。この仮定にもとづき

EdmundsOnE6ヨ らは重要語を表わす尺度として次のような4種を提案し・ている。
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Sl=√~γ
'S2=ノ /γ ,S3=ノンブ+7,S4=10gナ

ただし,ノ
・
は文献中での語の使用率,γ はその専門分野でのその語の使用率である。

8)構文分析を利用した方法
ClimensonE7]ら は文章を構文分析 して,修飾語句,前置詞 i句 ,従属篭,従属節とい
つた従属的な要素を文章から消 していき,残つた部分を集めて抄録 とする.・
文献には同 じ内容の書き換えとか省略力い たるところで見られる。これが原因となり抄録

の文章にくり返しがでたり,語の頻度数をもとにしている統計的な方法の精度が悪くなつた

りすると考えられる。この問題を解決する一つの方法は,文の要素を文と文の間で比較 し,
相互に置き換えが可能な要素をみつけることである。また構造が複雑な長い文は,構文の簡
単ないくつかの短い文におきかえて,文 と文を比較することもできる。

2.2.2 ドキユメントの自動分類

ドキユメントの文章中に使用されてい る語の頻度をもとにして,ドキユメントをいくつか
のカテゴリーに分類 し,自動的にその ドキユメントの見出し語を見つけるという方法である.

その1つ に factor malysisの 手法 を利用 したものがある [8コ E9].
(l)ま ず蓄積 しておくドキユメントについて,前置詞 ,冠詞,接続詞 といつた ものを除き,
見出し語になりそ うなキー・フー ドを選び出し,それらの頻度を数える。
(‖)使用頻度の多い膜にいくつかキー・ワードを選ぶ。(BorkoE8コ ,E9]の 実験では
90コ の語を :i選んだ。 )

(‖)選 び出したキー・ ヮー ドの使用り1頻度 につい て因子分析を行い,それらのキー・ フー ド
をい くつかのカテゴリーに分け る。

(0 ′Jノ =ど
1二
√々X■ j

ι
り
「

キー・ ワー ドκのカテゴリー

プ内での負荷の割合

ノ=1,2,………,X・ :ヵ テゴリー

=々1,2,・ ……¨,π :キ ー・ ワー ド
j=1,2,… …… ,〃 :ド キュメント

F々づ:ドキユメント
j内のキー oヮ ード々の頻度

各 ドキユメント」について′
,プ を計算 し,こ れを最大にするプをドキユメント三のタラ

ス とする。

従つてカテゴリーノに分類 された ドキユメン トの「 見出し語」として,そのカテゴリーに

含まれるキー・ヮードが用ぃられる.
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3.フ アィ ル の構 成 と探 索
Rl テープル・ルツクアツトとテーブル・ル ツク・アップ
テ~プル・ルツタ・アツトの手法 というのは,テLブルのある項目を引く場合 ,あ らかじ
めその項 目の位置を知 り,他の項目を調べず直 ちにその項目の内容を引き出すとい う方法で
ある。電子計算機て記憶装置内のテーブルをこの手法を用いて引く場合には ,

(D まずインデッタス .レ ジスタに引数をおき ,
(‖)そ のインデツクス・レジスタによつて定まつた実効アドレスの内容にオベンーシヨン
をほどこす

とい う2つのオベンァシヨンで実行することになる_

これに対 してテープル・ルツク・アツプとぃ う方法は,テープルの一つ一つの項目を調べ

上げてtハ く方法である.

情報検索では ,情報の見出し語のフアイルと質問の見出し語との照合 という作業は普通こ

のルツタ oアップ方式が とられており,こ の作業を計算機に行わせることが非常に時間の節

約にな るので,こ れだけのオペンーシヨンを計算機に実行させるシステムもある。計算機に
よつてはテープル :ル ツク・アツプのオベンーシヨンを1命令で実行できるものもあるか ,
いずれにしても時間のかかる作業であるので ,部分的にでもルツク・ アツトの方法を用いて

時間を節約することが考えられた. しかし記憶装置 としてアソシエイテブ・メモ リ(asso―
CiatiVe memOry)が 使える場合には,も つと能率のよい検索ができると考えられるが ,
これは現在のところ

'生

般的には実用化してい ない。                 :
R2 Treeの 応用                                   |
フアイルあるいはテーブルの中のある項目を引き出すのに,全部の項目を調べず,その項
目に関係のあるものを調べるだけですませるためには,それらの項 目をグルーブ分けしてリ
ストしてお〈ことである.「 Treeを応用する」ということはそれぞれの項目の間の階層関係

を見つけだし,項 目を分類することを意味 してい る。

一般に人間がアルフアベツト順に語を配列 した辞書を引いたり「 大小の順に数値をリス ト

したテ~プルを引く場合には,無意識のうちに語 とか数値を構成 してい る文字,数字の階層
関係を見ながら目的のものを捜しているわけである_

電子計算機 に記憶装置内の辞書とかテープルを引かせる場合に次の二ill夕 の方法が考えら

れる。

(■)語 をアルフアペツト順に配列するとか,数値項 目を小さい順に配列するとか して,テ
ーブル・ル ツク・アップの手法 ,あ るいはパイナ

'り

・サーチの方法を用いて探索する。

(2)語を構成する文字を階層に分類し,ま たテープルの各項目を階層に分類して,記憶装

置内ではマトリツクスの形 (颯 Chain list matrix")で 辞書とかテープルを記憶 して

'ISヽ

く。
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ここで Chain liSt matrixを簡単 に例を示 しながら説明しておく。

今 ,Xl,れ ,し ,L,4,る とい う項 目があるとする.こ れを階層に分類 してリス トした
のが第 R2.1図の(a)で あり,そのT rec(b)に ,Chain list matrix,0に 示してあ
る。

乙

為

L

L

ん

L

L

れ

a) 0)

第 ■2.1図

但) (2) (3) 催) (5) (0 (7) (8)

項 目
項 目
番 号
データ レ ベリレ Do gree So urc e 兄弟関係

の リンタ
デ ー タ
のリンク

Z5

為

y3

y4

為

L
y3

L

1

2

3

4

5

6

7

8

5

■

3

4

2

2

3

4

1

2

3

8

2

3

8

3

2

2

0

0

3

0

0

0

1

2

2

1

5

5

5

1

5

4

3

2

7

8

6

7

3_

6/
5〆

3

4

第 ■2.1図 0
この例の場合,実際に記憶装置に貯ぇられるのはoか ら6)までである`データとい

°
うの

はその項目の内容のことであり,こ の場合はサプスクリプトをデータとした.(0か ら(7)ま

ではTreeの階層構造を示したもので ,(6)は項目の親子関係を,(7)は兄弟関係を項目番号

で不している。(8)は T ree構造とは無関係に項目の間の cross― r.e Fe renceを 項目番号

で示したものである。

この ように chain list matrixを利用すると,探索時間が節約される反面 ,多 くの

場合には占有するメモリーが増加 するのである.
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R3  S tructure ma tching

項 目と項 目の間の結合関係を二次元 に図示 したものを
tDi.reCted graph"と

か
RAs―

∞ CiatiOn Map'と 呼ん でいる。 .グラフ上では,項 目を表わす ものを tnOde"と呼 び結合

の手を矢印をつけた線で表わ して "b ranCh"と 呼んでいる.Treeと い うのは各 nOd eに入
るbra nchの数が 1か 0の Dlrec ted graph である。

第 R Rl図 に示 した ようなグラフAがグラフ Bと 同 じであるか ,ま たグラフ CがグラフB

の一部分であるか といつたことを機械的 に判定するこ とができれば,情報検索の次に述べる

a・

8
2

b

3

EAコ EBコ

ような分野でか なり有効 にこの D=ectodi

graphを 利用することができる。      1
(1)化学構造式はこの種のグラフの典

型的な例である。そこで化合物 (特に

有機化合物 )の検索に利用 できる。

(2)第 2章で述べた ように ,ドキユメ  3
ントに含まれる主題間の結合関係の有

無を表わすのに「 リンク」を用いてお

り,主題 の役割 を示すのに「 ro le
ro 
「
′ヽ¬

indi Cater」 を用いて,複雑な主題          1)LV」

間の関係を極力単純化 して一次元のコ       第 R■ 1図
.

― ドで表していた。これに二次元 のグ

ラフを利用すれば複雑な関係をかなりよく表現できる.

このグラフの照合の方法はいろいろと考えられるであろうがァここではその一つの方法とし

てE.Ho Sussenguth,JrE13コ の提案した,電子計算機1'(グ ラフの照合を行わせる方法を簡

単に紹介することにする.

d

2

5
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(l)蓄積 してかくグラフについて,結合関係を表わした「 結合マトリツタス」と,頂彫)内容を リス

トしたテープルを作 り,こ れ らを記`|:意装置に貯 えてお く。

(‖)質 問のグラノについ ても同 じように「 結合マ トリツクス 」とテーブルを作る。

(“)両 方のグラフについ て,それぞれ次の ような nO deの集合を作 る.

0 入 つてくるb ranchの数 が同 じもの

⑮  出てい くbrnchの数が同 じもの

(c)no deの内容 (値 )が同じもの

O branchの 値 が同 じもの

(c)loopに なつてい るno de

(0 それぞれの集合について 1ずつ照合 し,対応するものを見つける。

M lつ の集合に2つ 以上の nodeが残 り,対 応が見つか らなかつた ら,それ らの node

と結合 しているnodeの 集合を作つて比較 してい く:     
:゙:     ′・ギi

第 RRl図 のグラフAか ら作 つた「 結合マ トリツタス」を第 RR2図 に示す .

R4 分割表を利用 した ドキユメン ト
・リス トリーバル

ユニターム・コーデイネイ ト・シス

テム と呼ばれている システムでは ,蓄

積 しておくドキユメン トについ てそれ

ぞれ主題分析 をして単語に よる見出し

語を複数個つける。例えばある ドキユメ

メン トに対 してA,B,Cと いう単語に

よる 3つの見出し語をつけた とす る。         第∴R2図

この ドキユメントは質問で
tA"と
指定 しても, “B"あ るいは eC"と指定しても検索す

ることができる。また質問で "AB" と指定 した ときは ｀A"お よび｀B"の 2つ の単語を

見出し語にもつドキユメン トが検索されることになる。     「

主題分析して見出 し語をつけるときに ,ンソーラスで同義語とか cross一re FeFenCeの

関係にあるような語をある特定の語 に統一することもできるが,シ,ソ ーラスが完備 していな

t^場合には質問で指定 した語の同義語や CrOSs一re FernCe の関係 にある語を見出し語に

もつ ドキユメン トを検索しそこなうおそれがある。

そこでH:n Stiles E14]は ,ある語で索引できるドキユメントの数と,も う1つの語

で索引できるドキユメントの数が統計学的に関連があるかどうかを2× 2分割表で判定する

ときのX2の値の対数をとつた ものを “AssOCiat■ On Factor"と定義 し,こ れを用いて

賀間で指定 した語の同義語 とか CrOSS一 re fe rё nё eの 関係 にある語を見出し語 1′
(も つ ドキ

ユメントも検索 しようという方法を提案している。

１

２

３

４

５

６

７

８

０

１

０

０

０

０

０

■

０

０

１

０

１

０

０

０

０

１

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

０

１

９

０

０

０

０
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０

０

０
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０

０

０

１

０
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(1脚嘲 βl_I)2Ⅳ
A ss ocl a ti on Fa c tor:l ogro

/3(A′―И)(∬一β)

ズ :あ る語で索引されるドキユメントの数

B:も う1つの語で索引される 〃

/:この2つの語で索引される 〃
Ⅳ :蓄積 してあるドキユメン トの総数                     i

検索手順を簡単に説明すると次のようになる。

〈1)質問で指定 した語一つ一つについてそれぞれプロフイル (prOFile)を 作る。このプ

ロフイルにはИ.F≧ 1と なるような見出し語がすべてИ.ユ  と共にリス トしてある。

(2)すべてのプロフイルに,あ ろいは指定した数のプロフイルに現れる見出し語を選びだ

す。

(3)選 びだした語を今度は質問の語とみなして(⇒ と(2)を 繰り返し,「 質問で指定 した語」

と「 第 2ステツプで選びだした語 」に,こ のステツプで初めて選び出された語を加えて拡

大 した質問の話のリス トを作る。質問で指定した語の「 同義語 」とか「 意味上関連の深い

語 」は第 2ステツプでは
｀
まだみつけだされてはいないが,第 3ステツプで得られるリス ト

の中には含まれてい るのではないかとstilesは考えてレ、る。

に)そ れぞれの見出し語のガ.Fの 相をその語の「 重み」とする。

(5)そ れぞれのドキユメ/卜 について,その見出し語 とリス トを比較 し一致した語の重み

を加えてゆき,その和をその ドキユメントの質問に対する関連の|1果さと見なす。

:ヽ 5 綴 りの誤りのイ1多正

電子計算機を用いた情報検索システムで,記憶装置内のシソーラスとかコー ド表を引く場

合に ,イ ンプツトした語に綴 夕の誤 りがあると

(|)別な語が引き出ざれる場合

(|)見 つからない場合

とがある。(|)の 場合は語の意味分析を行わない と誤 クを防 ぐことはできないが ,(||)の場合に

はその語の綴 夕が誤つているものと仮定 して,その話に手を加えてもう一度引きなおしてみ

るという方法力い くつか発表されでハる。そこで次の 2つの方法について簡単に述べてみる

ことにする

(1)C.R.Blair E■ ■の方法

これは辞書の語も引く方の語 も同じ約束に従つて略語を作つて辞書を引く方法である。

略語は4文字(語の最初と最後の文字,お よび誤る確率の少ない,す なわち使用される頻

度の少ない2文字 )で作る。この方法は人間のミスパソチに対しては有効な方法であると

思われるが,ラ ンダムに起る入力装置の読み違いに対してはあまり有効な方法とは言えな

い 。
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(2)RJ.Damerau E16]の 方法

これは辞書を引いて見つからなかつた場合 ,そ の話に対 して

(|)一文字が誤つている。

(‖)一文字が足 りない。

(‖D 余計な文字が一文字入つてい る。

(19 連続する二文字が入れ代つている.

という4つの場合を仮定 し,引 〈方の語を一文字変えたり,辞書の語を一文字変えたりし

ながら辞書を引きなかすとい う方法である。ランダムに作つた,|:蚤 りの誤 夕に対 してこの方

法を用いて行つた実験では,95%以 上の誤 りを修正し■ィヽる.

4.言 語 の 問題
これまでにも述べてきたような ,

(i)自 然言語で表わされた ドキユメントおよび質問の主題分析 と,見出し語の選択を電子

計算機を用いて自動的に行 う場合 ,

(1)自 動抄録を行う場合 ,

などに起つて〈る自然言語にまつわる諸問題の一つの解決策 として,言語の機械翻訳の技術

を情報検索に利用することができる。

(1)単語の情報のみでな〈,構文の情報も利用する,

② 語尾変化や複合語を処理する,                 .´

(め  日本語で質問 して英語の資料を探する,

(4)出力は原文と訳文の双方を印刷する ,

(5)資料のふるいわけにもちいる,

(6)抄録の作成に構文分析を利用する。

といつたときに機械翻訳の技術が利用でき,現在 ,fi窮約化 した機械翻訳のテクニックを使つ

てドキユメン トのタイ トルを翻訳することを試みてい るグル
~プがある。

一方 ,簡単 なフアク ト・ リトリーバル・ システムに対 して,質問お よび検率手順を入工言

語を用いて表わ し,イ ンプツ トすることが考えられてい る。その一例 としてRECOL(Re tr一

ieval Command Language)と い う言語がある。これは人事 フアイルの検索 といつた も

のに適当な言語であると思。ゎれる。

RECOLは 次の ように 5つのセクシヨンにわかれてい る。

仁)SELECT・ …̈・ AN D",鷲 OR","NOT" を用いて,取 り出したいンコー ドを指定

する。

(2)NAME ・………パラメータに新 しく名前をつけ ,レ コー ドを再分類することを指定す



(3)

(0

(0
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る。

ASSOC・………関連のあるンコー ドの選定を指定する。

EDIT…・………選びだされた レコー ドの必要なパラメータをラインプリンタにプリン

トする形式 を指定する。

SUM。………… ンコー ドに対 する統計的な処理を指定す る。

5。 フアク ト・ リ トリーバル ,シ ステム の一 例

フアタト・ リトリーパル・システムとい うのは前にも述べた ように,質問で要求している

情報そのものを貯えてある情報の中から探しだして,要求者に提供するシステムである。複|

雑なフアタ ト・ リトリーバルでは質問に対 して,貯 えてある情報からロジカルな推論を行つ

て回答をださなければならない。自然言語 には方言があり,あいまいさがあり,自 然言語 で

表わされた情報からロジカルな推論を行 うことが困難であるところか ら,IS.Oooper E姐

は一つの試みとして,英語の文法にかなり制限を加えたサブ言語 (Sublanguage)を定義

し,貯 えてか〈情報を表わす文章 も,質問の文章もこのサブ言語で表わし(ど ちらも英語の

平叙文の形式である),一方ンステムはこのサブ言語で表わ した文章をロジカル言語 (Lo一
gical Language)に 変換し,質問に対 してロジカルな推論を行つて, tye s" あるいは
tno"とい うタイプの回答をだす というシステムを提案 している。

このシステムのアルゴリズムを簡単に述べると次のようになる。

(1)貯 えてある文章群の中で問合せの文章を論理的に推論できるような文章が見つかつた

とき,"TRU E"と プリントして止る。.見つからなかつたときはステツプ(2)へ行〈
｀
.

(2)貯えてある文章群の中で,その問合せの文章 と論理的に矛盾するような文章が見つか

つたとき,tFALSE"と プリントして止 る。見つからなかつたときにはステツプ(3)へ行 く。

(3)'UNABLE TO ANSWER"と プリントして止る。

例えば,「 酸化マグネシウムは白い,金属の酸化物である」とい う文章が貯えられてい

るとする。そこで「 すべての酸化物は自くない」という問合せに対 しては ,システムは "
′ F`ALSE"と い う答をだし,「 酸化マグネシウムは酸化物である」という問合せに対し

ては RTRUE"と いう答をだすのである.

6.電 子 計算 機 を用 い た索 引 システム と情 報検 索 システム の実 例

al KWIC 索引システム

KWIC(Key WOrd i.n COnteXt)索引^システムは自動的に索引を作 るシステムであり,

検索は行わない。

KWI Cシステムでは次のような手サ1蹟で各種索引を作成する.

(1)一つの文献について,著者名,タ イ トル ,刊行者,文献の出典名,発行年度 といつた
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情報 を数 枚のカー ドにバンチ し,計算機にイ/ブツ トす る。

②  計算機は著者 名 とかタイ トルの語の頭文字をい 〈つか とり出 し,それと発行年度の

数字を組合せ ,自 動的 にドキユメ/卜 の IDコ ー ドを作 り出す。

(3)タ イ トルを構成 し■⌒る語の うち,前置詞 ,冠詞 ,接続詞 ,代名詞 といつた語 を除

外 し,そ の他の語 をキー・ワー ドとして自動的 に選びす。キー・ ワー ドに従つてメイ ト

ル をグリーブ分け し,キー・ ワー ドが リス トの中央に くるようにタイ トルを左右 にず ら

し,ま たキー・ヮー ドがアル フアペ ツト順に並ぶ ように,タ イ トルとIDコ ー ドをプリ
ン トし「 KWIC索 引」を作 る (第 6ユ 1図 参照 )。

(4)著 者名もアル フアベ ツト順に IDコ ー ドと共にリス トした「 著者名素引」をプリント

す る (第 6■。2図 参照 ).

(5)・一つの文献 についてインプツトした情報を適当にまとめ,IDコ ードを見出語にし
た「 文献 目録 (Bib110graphy)」 をプリントする (第 6■3図参照 ).

現在 このシステムは,IBM7090,UNIV ACⅢ などにで きている.
62 KWOα 素引 システム

KWIC システムでは ,(|)リ ス トできる表題 の長さに制限があ り,(1)表題 がローテイ ト
してい るために見にくい とい う欠点がある。そこでこのシステムではタイ トルか ら選びだ

したキー・ワー ドを文脈 の外に出し,第 a2。1図 に示す ようにリス トすることにしてい る。
三菱原子 力で開発 したユニターム索 引システムはこのK WOCシステムの一種であるが ,

このシステムでは,KWICの インプツト情報 に加えて新たにサプタイ トル もインプツトで
きるようになつてい る .

キー・ ワー ド タイ トル IDコ ーード

第 6.21図

メイン ●タィ トル とそれ に属するいくつかのサブ・ タィ トルが第 a2。 2図 の左に示 す よ
うなキー・ ヮー ドを もつているとす ると,こ のシステムのKWOC索 引の -1!部は右の ように
なる。

63  S DI(SeleCtive Dissemination Of ln30rmat10n)ヽ ンスラ=ム
このシステムは情報の「 検索」と「 流布」

という2つの機能をもつている(第 Q3図を参照 )
このシステムは次の よう

~な 2つ のフアィルを もつ■■/ヽ る。
(l)ド キユメントのフアイル

(lD 人事 フアイル

これは情報の利用者が どん な方面に興味を もち,どんな類の ドキュメン トを読みたが
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メイン・タイトル

見出し語   タイ トル   IDコ ード

サプ・ タイ トル

r
i

l

1

1

2

3

C

MT

S Tl

S T2

SL

MT

S Tl

MT

S T2

D

第 a2。 2図

SDI システ

第 a3図

つているかを, ドキユメントにつける見出し語 :′て使用する語で表現 したソコードからできている.

新しい ドキユメントがシステムに入つてくると,システムは人事フアイルを検索し,該当

する利用者にそのドキユメントを配布する。

A

B

C

B

質 問 者
システムをと
りまく人間

新 しい
ドキユメント

質  問
人  事
フアイル

ドキユメン

の

ア イル

人事フアイルの

検 索

文献の

検 索

流布すべき

ドキユメント
質問に対し
て検索した
ドキユメント
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利用者 か らの問合せに対 しては , ドキユメントのフアイルを検索 し,問合せに適合する ドキ
ユメン トをその利用者 に提供する。

64 SIR(SeleCtive lnfOrmatiOn Retr■ e val)シ ステム
これはRCAのマネジメントサィエンス部門が「人事フアイノィの検索」のために開発したシ家テムである.

(1)人 事フアイル

各 レコードに含まれる項 目は固定長で ,フ アイルは Single realで もMul ti一 re al

でもかまわない .

(2)見出し語の作成

ドキユメント●リトリ~パルの見出し語の作成に対応する作業 として,こ のシステムで

検索する人事フアイルの1レ コード内の各項目(職員番号 ,氏名,年令,扶養家族の人員

数 ,居住地,特技など )に対して,それぞれ 5字以内の名前 ,お よびその項目のフアイル

内での桁数を Dictlonary Cardを 使つて指定 し,記憶装置内にシリーラスを作る。

(鋤 質問は,tAN D"'OR",数値の大小関係を示す記号(EQL,GEQと ハヽつたもの),および
カツコと定義してある項 目名とを適当に用いて書き,こ れを Inquiry Cardに バンチし

て計算機 (HITAC301 0)に インブツトする。
(4)ま たこのシステムでは回答のアウトブツト形式も指定することができる。

このシステムは人事フアイルの検索のために開発iされたものであるが ,情報のフアイル

の項目を変更するだけで,カ メログの検索 ,パテントの検索 ,化学の化合物の検索といつ

た比較的簡単 なフアクトoリ トリーパルに応用することができる。

ス あ とが き
インフオメイシヨン●リトリーバルに関しては,日本でも最近各所で研究しはじめられて

いる。日本電子工業振興協会でも本年6月 よりIR委員会をii受けて,特に電子計算機を中心
とするリトリーバル●システムの研究を行つている。本報告は IR委員会の成果の一部をま

とめた ものである.IR委員会のメンバーは関根智明 ,昆野誠司,お よび釜井昌之 ,黒沢俊
雄 ,水谷静夫,西村恕彦,大駒誠一♭高橋達郎 ,竹内寿,渡辺一郎 ,山崎利治の諸氏である。
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れ以前の報告集も含め、この度学会の他の出版物と同様の扱いにしたいと考えます。過去
のすべての報告集の論文について、著作権者（論文を執筆された故人の相続人）を探し出
して利用許諾に関する同意を頂くことは困難ですので、一定期間の権利者捜索の努力をし
たうえで、著作権者が見つからない場合も論文を情報学広場に掲載させていただきたい
と思います。その後、著作権者が発見され、情報学広場への掲載の継続に同意が得られな
かった場合には、当該論文については、掲載を停止致します。
この措置にご意見のある方は、プログラミング・シンポジウムの辻尚史運営委員長
(tsuji@math.s.chiba-u.ac.jp)までお申し出ください。
加えて、著作権者について情報をお持ちの方は事務局まで情報をお寄せくださいますよう
お願い申し上げます。
期間：2020 年 12月 18 日 ～ 2021 年 3 月 19 日
掲載日：2020 年 12 月 18 日

プログラミング・シンポジウム委員会
情報処理学会著作権規程
https://www.ipsj.or.jp/copyright/ronbun/copyright.html� �


